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病院企業年金基金は、京都私立病院協会
の共同事業で、終身年金を支給する
税制上もっともすぐれた企業年金制度
です。
事業主と従業員、また病院どうしが
助け合い、支え合って豊かな老後を
サポートしています。

京都府病院企業年金基金

https://www.nenkin-kikin.jp/kb/
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京都市下京区万寿寺通烏丸西入ル御供石町369番地
No.60京都烏丸万寿寺ビル5階 ☎（075）352-1312
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　　　　　　　　　第 59 回　京都病院学会の開催にあたって

� 学会長　　　石　丸　庸　介　　

　皆様ご承知の通り、日本では世界に類を見ないスピードで人口減少と少子高齢化が進行してお
り、いわゆる「団塊ジュニア世代」が 65 歳以上となり高齢者人口がピークを迎える 2040 年には、
地域医療を取り巻く環境が大きく変化することが予想されます。中でも、急速に増加する 85 歳以
上の高齢者を地域でいかに支えるかは、喫緊の課題であると言えるでしょう。
　こうした背景を踏まえ、本年、国は新たな地域医療構想に関するガイドラインを示し、来年に
は各都道府県で具体的な計画が策定され、再来年にはその運用が開始される予定です。従来の地
域医療構想では入院医療を中心に議論されてきましたが、今後は外来医療・在宅医療、介護との
連携などに重点が置かれ、より包括的な視点での施策が進められようとしています。
　この重要な転換期を前に、本学会の全体テーマを『2040 年に向けた新たな地域医療構想におけ
る地域医療連携の姿』と設定させていただきました。基調講演では、2014 年に厚生労働省にて地
域医療構想の策定支援に携わられた経歴をお持ちであり、現在は沖縄県立中部病院 感染症内科・
地域ケア科 副部長としてご活躍の高山 義浩 先生より、地域医療構想の本質や今後の展望につい
てお話をお伺いできればと考えております。そしてこれに続くシンポジウムでは、京都府健康福
祉部長の井原 正裕 様をはじめ、介護老人保健施設、訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所
の立場におられるシンポジストの方々からご意見をお示しいただいた上で、参加者の皆様との議
論を深めてまいりたいと思います。
　また一般演題発表については、これまでの職種別カテゴリに加え、新しい地域医療構想におい
てもトピックスとなる「病院と在宅医療・介護の連携」「働き方改革とタスク・シフト／シェア」「医
療 DX」等のテーマで、多職種共同カテゴリを設定いたしました。各施設での取り組みや課題につ
いてご発表いただき、職種を越えた多様な意見が交わされ、将来を見据えた持続可能な地域医療
体制の構築に少しでも寄与する機会となればと願っております。
　学会運営の観点では、コロナ禍以来６年ぶりに全演題を会場でライブ開催することとなり、一
段と盛会になるものと期待しております。このようなせっかくの機会ですので、今回は医療・介
護分野以外の講演企画もご用意いたしました。まず特別講演として、大垣書店グループ代表取締
役の大垣 守弘 様より「地域に必要とされる書店でありつづけるために」と題してお話しいただき
ます。さらに、スポーツ界から国際オリンピック委員会 アスリート委員の太田 雄貴 様をお招き
しての特別対談も開催いたします。秋の行楽シーズン真っただ中の日曜日ですが、多くの皆様方
にご参加いただき、実り多い一日を過ごしていただければ幸いです。
　最後になりましたが、本学会の開催に向けて準備を進めていただいた関係各位の多大なるご尽
力に対し、心からの感謝を申し上げます。
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第 59 回京都病院学会役員・実行委員

学 会 長 石　丸　庸　介 （京都田辺中央病院）

副 学 会 長 真　鍋　由　美 （八幡中央病院）

〃 尼　川　龍　一 （日本バプテスト病院）

理 事 実 行 委 員 長 清　水　史　記 （シミズ病院）

〃 副 実 行 委 員 長 水　野　敏　樹 （京都鞍馬口医療センター）

〃 清　水　　　聡 （京都南病院）

〃 赤　木　　　博 （なごみの里病院）

〃 矢　野　裕　典 （洛和会音羽病院）

〃 児　玉　直　俊 （京都大原記念病院）

〃 尾　池　文　隆 （三菱京都病院）

〃 大　辻　英　吾 （京都第一赤十字病院）

〃 阪　上　順　一 （市立福知山市民病院）

〃 澤　田　秀　幸 （宇多野病院）

〃 川　端　　　浩 （京都医療センター）

監 事 藤　澤　明　生 （賀茂病院）

〃 若　園　𠮷　裕 （京都桂病院）

実 行 委 員 事 務 部 門 松　村　信之介 （京都田辺中央病院）

〃 〃 森　本　泰　明 （日本バプテスト病院）

〃 看 護 部 門 立　木　三千代 （稲荷山武田病院）

〃 〃 佐　伯　昭　子 （西陣病院）

〃 〃 岩　井　和　美 （日本バプテスト病院）

〃 〃 松　原　栄　子 （京都鞍馬口医療センター）

〃 介 護 地 域 連 携 部 門 國　枝　秀　樹 （京都田辺中央病院）

〃 薬 剤 部 門 小　池　恵里奈 （洛和会音羽病院）

〃 臨 床 検 査 部 門 和　田　香　織 （京都岡本記念病院）

〃 臨 床 工 学 部 門 辻　本　紘　史 （蘇生会総合病院）

〃 栄 養 管 理 部 門 谷　中　景　子 （千春会病院）

〃 放 射 線 部 門 三　浦　健　一 （京都岡本記念病院）

〃 リハビリテーション部門 田　村　　　篤 （洛西シミズ病院）

〃 〃 奥　村　真　也 （十条武田リハビリテーション病院）

〃 〃 大　橋　倫　子 （京都久野病院）

〃 学 校 教 務 姫　田　真　弓 （京都保健衛生専門学校）

〃 〃 篠　田　英　邦 （京都保健衛生専門学校）

〃 〃 上　山　みゆき （（専）京都中央看護保健大学校）
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参加者へのご案内

１）受付は、午前８時 20 分より開始します。

２）「京都私立病院協会」および「京都府病院協会」の会員施設に勤務する医療従事者である参加者は、
池坊短期大学洗心館１階の受付で持参した参加証引換票（お持ちでない場合は会場に用意している
引換票に記入）をお渡し下さい。参加証と名札ケースをお渡し致しますので、参加証に所属・氏名
をご記入の上、必ず見えるように着用して下さい。その他の参加者（学生・市民等）については受
付で参加費 1,000 円をお支払い下さい。

　　※�発表会場への入場・再入場の際は参加証を確認させていただきます。参加証の着用なき場合は、
発表会場に入場できません。

３）発表会場は以下のとおりに分かれています。
　　池坊短期大学
　　　洗心館

地下１階 第１会場（こころホール）
６　階 第２会場（第１会議室）

　　　美心館

２　階 第３会場（21 教室）　　第４会場（22 教室）
３　階 第５会場（31 教室）
４　階 第６会場（45 教室）　　
５　階 第７会場（52 教室）　　第８会場（53 教室）

４）発表に対して質問を行う場合は、必ず座長の許可を得てから所属（病院名など）、氏名を述べた後、
発言して下さい。

　　※�質疑応答は群のすべての発表が終了した後、まとめて行います。質疑応答時間は１演題につき 2
分ですので、簡潔にお願いします。

５）会場内および会場周辺での私語は厳禁です。また、雑音防止にご協力下さい。多くの参加者が見込ま
れますので、会場内での不必要な座席の占拠はご遠慮下さい。携帯電話は、マナーモードにして下さい。

６）車での来場、お子様連れでの来場はご遠慮下さい。

７）構内は禁煙です。



（ 5 ）

８）アンケートへのご協力をお願い致します。
　　�今後のより良い学会運営のために、学会開催期間中に下記のいずれかの方法より、アンケートへの

ご回答にご協力をお願い致します。

　　回答期間：2025 年 10 月５日（日）～ 2025 年 10 月 12 日（日）
　　回答方法：・右記の二次元バーコードよりご回答下さい。
　　　　　　　・下記の URL よりご回答下さい。
　　　　　　　　URL： https://forms.office.com/r/dpS8d5JyP9
　　　　　　　　※�京都病院学会ホームページ（https://www.khosp.or.jp/society/）

内にも URL を掲載しております。

９）本学会では、抄録本文の印刷はございません。
　　�下記の方法により、Web 抄録集（PDF）からご確認下さい。尚、データの容量が

大きいため、事前のダウンロードにご協力をお願い致します。

　　閲覧方法：�京都病院学会ホームページ（https://www.khosp.or.jp/society/）より
ご確認下さい。

　　　　　　　※�右記の二次元バーコードからも京都病院学会ホームページにアクセ
スできます。

　　Web 抄録集閲覧パスワード：ga k u 2 0 2 5

発表者（演者）へのご案内

１）発表時間は５分間です。発表時間の超過は認められません。質疑応答は群のすべての発表が終了し
た後、まとめて行います。質疑応答時間は１演題につき２分ですので、簡潔にお答え下さい。

２）所属する群が始まる 30分前までに池坊短期大学洗心館１階の受付で持参した参加証引換票をお渡
し下さい。参加証と名札ケースをお渡し致しますので、参加証に所属・氏名をご記入の上、必ず見
えるように着用して下さい。

３）上記の受付後、直ちに発表会場前に設置の「会場前受付」に行き、会場前受付のチェックを受け、
そこに設置のパソコンで発表スライドを試写して下さい。試写後、直ちに会場前受付でフラッシュ
メモリを提出し、会場内に入室して待機して下さい。フラッシュメモリは、発表終了後に会場前受
付で返却致しますので、必ず当日中にお持ち帰り下さい。

４）会場内に入室後は必ず係員の指示に従って下さい。発表時刻に遅れられた場合は発表を取り消しま
すので、ご注意下さい。

５）発表後の謝辞や文献説明はご遠慮下さい。

アンケート
二次元
バーコード

京都病院学会
ホームページ
二次元
バーコード
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第 59回　京都病院学会プログラム
� １題につき７分（発表５分・討論２分）

第　１　会　場
（こころホール・206席）
洗心館　地下１階

第　２　会　場
（第１会議室・90席）
洗心館　６階

第　３　会　場
（21教室・90席）
美心館　２階

第　４　会　場
（22教室・90席）
美心館　２階

第　５　会　場
（31教室・90席）
美心館　３階

第　６　会　場
（45教室・130席）
美心館　４階

第　７　会　場
（52教室・156席）
美心館　５階

第　８　会　場
（53教室・130席）
美心館　５階

 9：50	 多職種共同カテゴリ（８）
	 １群　演題１～４
	 座長／真鍋　由美
	�  （八幡中央病院）

	 ２群　演題５～８
	 座長／矢野　裕典
	�  （洛和会音羽病院）
10：46

11：00	 �
		  来賓・学会長挨拶
	
	
11：15	 �
	 	 ―会場設営５分―
11：20	 �
	 	 特　別　講　演
	
	
12：10	 �
		  ―会場設営 10 分―
12：20	 �
	 	 特　別　対　談

13：10	 �
	 	 （休　憩）
13：50	 �
	 	 シンポジウム

16：30
17：00	 �

 9：00	 放射線部門（16）
	 ３群　演題９～ 12
	 座長／四丸　真俊
	�  （京都医療センター）

	 ４群　演題 13 ～ 18
	 座長／寺崎　圭
	 （京都大学医学部附属病院）

	 ５群　演題 19 ～ 24
	 座長／足高　翼
	�  （西陣病院）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 放射線部門（８）
	 ６群　演題 25 ～ 32
	 座長／三森　隼人
	 （京都中部総合医療センター）
14：16
		  ―休憩５分―
14：21
	 	 事務部門（18）
	 ７群　演題 33 ～ 38
	 座長／福本　秀
	 （日本バプテスト病院）

		 ８群　演題 39 ～ 44
	 座長／佐藤　紗知子
	 （�宇治脳卒中リハビリ

テーション病院）

	 ９群　演題 45 ～ 50
	 座長／深田　圭亮
	�  （学研都市病院）

16：27
17：00	 �

 9：00	 リハビリテーション部門（16）
	 10 群　演題 51 ～ 55
	 座長／奥山　絋平
	�  （佛教大学）

	 11 群　演題 56 ～ 61
	 座長／平山　哲也
	�  （洛西シミズ病院）

	 12 群　演題 62 ～ 66
	 座長／田後　裕之
	�  （京都岡本記念病院）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 リハビリテーション部門（22）
	 13 群　演題 67 ～ 72
	 座長／吉村　貴子
	�  （京都先端科学大学）

	 14 群　演題 73 ～ 76
	 座長／出田　大介
	�  （介護老人保健施設
� シミズふないの里）

	 15 群　演題 77 ～ 83
	 座長／金本　雅俊
	 （京都民医連中央病院）

	 16 群　演題 84 ～ 88
	 座長／永井　楓
	�  （京都医健専門学校）
15：54
		  ―休憩５分―
15：59
	 介護地域連携部門（４）
	 17 群　演題 89 ～ 92
	 座長／熊本　佳子
	�  （同志社山手病院）

16：27
17：00	 �

 9：00	 リハビリテーション部門（16）
	 18 群　演題 93 ～ 102
	 座長／鹿野　純平
	�  （京都近衛リハビリ
� テーション病院）

	 19 群　演題 103 ～ 108
	 座長／石橋　加奈子
	 （京都山城総合医療センター）

10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 リハビリテーション部門（18）
	 20 群　演題 109 ～ 113
	 座長／久貝　博晃
	�  （シミズ病院）

	 21 群　演題 114 ～ 119
	 座長／石束　友輝
	�  （洛和会丸太町病院）

	 22 群　演題 120 ～ 126
	 座長／福井　宣善
	�  （京都桂病院）
15：26
		  ―休憩５分―
15：31
		  薬剤部門（８）
	 23 群　演題 127 ～ 130
	 座長／大津山　裕美子
	�  （洛和会音羽病院）

	 24 群　演題 131 ～ 134
	 座長／小関　敦視
	�  （八幡中央病院）

16：27
17：00	 �

 9：00	 	 臨床検査部門（17）
	 25 群　演題 135 ～ 140
	 座長／小森　圭裕
	�  （京都工場保健会）

	 26 群　演題 141 ～ 146
	 座長／栗山　陽子
	�  （宇多野病院）

	 27 群　演題 147 ～ 151
	 座長／柴田　美由紀
	�  （京都桂病院）
10：59	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 栄養管理部門（13）
	 28 群　演題 152 ～ 154
	 座長／長谷川　由起
	�  （洛和会音羽病院）

	 29 群　演題 155 ～ 157
	 座長／赤尾　志
	�  （宇治徳洲会病院）

	 30 群　演題 158 ～ 160
	 座長／岡　友理
	�  （京都済生会病院）

	 31 群　演題 161 ～ 164
	 座長／今井　文恵
	�  （西陣病院）
14：51
		  ―休憩５分―
14：56
		  看護部門（14）
	 32 群　演題 165 ～ 171
	 座長／福島　朋樹
	�  （新河端病院）

	 33 群　演題 172 ～ 178
	 座長／狩集　純子
	 （京都山城総合医療センター）
16：34
17：00	 �

 9：00	 	 医師部門（16）
	 34 群　演題 179 ～ 184
	 座長／大久保　和俊
	�  （京都桂病院）

	 35 群　演題 185 ～ 189
	 座長／尼川　龍一
	 （日本バプテスト病院）

	 36 群　演題 190 ～ 194
	 座長／水野　敏樹
	 （京都鞍馬口医療センター）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 医師部門（８）
	 37 群　演題 195 ～ 198
	 座長／児玉　直俊
	�  （京都大原記念病院）

	 38 群　演題 199 ～ 202
	 座長／阪上　順一
	 （市立福知山市民病院）
14：16
		  ―休憩５分―
14：21
		 臨床工学部門（20）
	 39 群　演題 203 ～ 206
	 座長／本荘　龍一
	�  （西陣病院）

	 40 群　演題 207 ～ 210
	 座長／山村　龍也
	�  （京都桂病院）

	 41 群　演題 211 ～ 216
	 座長／寺見　千尋
	�  （京都岡本記念病院）

	 42 群　演題 217 ～ 222
	 座長／辻本　紘史
	�  （蘇生会総合病院）
16：41
17：00	 �

 9：00	 	 看護部門（16）
	 43 群　演題 223 ～ 227
	 座長／兵頭　美香子
	�  （西陣病院）

	 44 群　演題 228 ～ 232
	 座長／大塚　直子
	�  （武田病院）

	 45 群　演題 233 ～ 238
	 座長／丸山　美香
	�  （京都岡本記念病院）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 看護部門（28）
	 46 群　演題 239 ～ 245
	 座長／田上　千恵
	�  （京都大原記念病院）

	 47 群　演題 246 ～ 252
	 座長／久保　静
	�  （十条武田リハビリ
� テーション病院）

	 48 群　演題 253 ～ 259
	 座長／森下　治代
	�  （京都新町病院）

	 49 群　演題 260 ～ 266
	 座長／毛利　由美子
	�  （宇治武田病院）

16：36
17：00	 �

 9：00	 	 看護部門（16）
	 50 群　演題 267 ～ 272
	 座長／中村　隆
	�  （川越病院）

	 51 群　演題 273 ～ 277
	 座長／龍野　和恵
	�  （賀茂病院）

	 52 群　演題 278 ～ 282
	 座長／南田　喜久美
	�  （京都九条病院）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 看護部門（28）
	 53 群　演題 283 ～ 289
	 座長／岩川　嘉奈子
	 （京都鞍馬口医療センター）

	 54 群　演題 290 ～ 296
	 座長／山田　智博
	�  （北山病院）

	 55 群　演題 297 ～ 303
	 座長／米田　五月
	�  （𠮷川病院）

	 56 群　演題 304 ～ 310
	 座長／金　明仙
	 （日本バプテスト病院）

16：36
17：00	 �



（ 7 ）＜職種別カテゴリ＞
医師  24 題／事務  18 題／看護  102 題／介護地域連携  ４題／薬剤  ８題／臨床検査  17 題／臨床工学  20 題／
放射線  24 題／リハビリテーション  72 題／栄養管理  13 題
＜多職種共同カテゴリ＞
病院と在宅医療・介護の連携  ５題／医療 DX  ２題／働き方改革とタスク・シフト／シェア  １題／� 合計  310 題

第　１　会　場
（こころホール・206席）
洗心館　地下１階

第　２　会　場
（第１会議室・90席）
洗心館　６階

第　３　会　場
（21教室・90席）
美心館　２階

第　４　会　場
（22教室・90席）
美心館　２階

第　５　会　場
（31教室・90席）
美心館　３階

第　６　会　場
（45教室・130席）
美心館　４階

第　７　会　場
（52教室・156席）
美心館　５階

第　８　会　場
（53教室・130席）
美心館　５階

 9：50	 多職種共同カテゴリ（８）
	 １群　演題１～４
	 座長／真鍋　由美
	�  （八幡中央病院）

	 ２群　演題５～８
	 座長／矢野　裕典
	�  （洛和会音羽病院）
10：46

11：00	 �
		  来賓・学会長挨拶
	
	
11：15	 �
	 	 ―会場設営５分―
11：20	 �
	 	 特　別　講　演
	
	
12：10	 �
		  ―会場設営 10 分―
12：20	 �
	 	 特　別　対　談

13：10	 �
	 	 （休　憩）
13：50	 �
	 	 シンポジウム

16：30
17：00	 �

 9：00	 放射線部門（16）
	 ３群　演題９～ 12
	 座長／四丸　真俊
	�  （京都医療センター）

	 ４群　演題 13 ～ 18
	 座長／寺崎　圭
	 （京都大学医学部附属病院）

	 ５群　演題 19 ～ 24
	 座長／足高　翼
	�  （西陣病院）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 放射線部門（８）
	 ６群　演題 25 ～ 32
	 座長／三森　隼人
	 （京都中部総合医療センター）
14：16
		  ―休憩５分―
14：21
	 	 事務部門（18）
	 ７群　演題 33 ～ 38
	 座長／福本　秀
	 （日本バプテスト病院）

		 ８群　演題 39 ～ 44
	 座長／佐藤　紗知子
	 （�宇治脳卒中リハビリ

テーション病院）

	 ９群　演題 45 ～ 50
	 座長／深田　圭亮
	�  （学研都市病院）

16：27
17：00	 �

 9：00	 リハビリテーション部門（16）
	 10 群　演題 51 ～ 55
	 座長／奥山　絋平
	�  （佛教大学）

	 11 群　演題 56 ～ 61
	 座長／平山　哲也
	�  （洛西シミズ病院）

	 12 群　演題 62 ～ 66
	 座長／田後　裕之
	�  （京都岡本記念病院）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 リハビリテーション部門（22）
	 13 群　演題 67 ～ 72
	 座長／吉村　貴子
	�  （京都先端科学大学）

	 14 群　演題 73 ～ 76
	 座長／出田　大介
	�  （介護老人保健施設
� シミズふないの里）

	 15 群　演題 77 ～ 83
	 座長／金本　雅俊
	 （京都民医連中央病院）

	 16 群　演題 84 ～ 88
	 座長／永井　楓
	�  （京都医健専門学校）
15：54
		  ―休憩５分―
15：59
	 介護地域連携部門（４）
	 17 群　演題 89 ～ 92
	 座長／熊本　佳子
	�  （同志社山手病院）

16：27
17：00	 �

 9：00	 リハビリテーション部門（16）
	 18 群　演題 93 ～ 102
	 座長／鹿野　純平
	�  （京都近衛リハビリ
� テーション病院）

	 19 群　演題 103 ～ 108
	 座長／石橋　加奈子
	 （京都山城総合医療センター）

10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 リハビリテーション部門（18）
	 20 群　演題 109 ～ 113
	 座長／久貝　博晃
	�  （シミズ病院）

	 21 群　演題 114 ～ 119
	 座長／石束　友輝
	�  （洛和会丸太町病院）

	 22 群　演題 120 ～ 126
	 座長／福井　宣善
	�  （京都桂病院）
15：26
		  ―休憩５分―
15：31
		  薬剤部門（８）
	 23 群　演題 127 ～ 130
	 座長／大津山　裕美子
	�  （洛和会音羽病院）

	 24 群　演題 131 ～ 134
	 座長／小関　敦視
	�  （八幡中央病院）

16：27
17：00	 �

 9：00	 	 臨床検査部門（17）
	 25 群　演題 135 ～ 140
	 座長／小森　圭裕
	�  （京都工場保健会）

	 26 群　演題 141 ～ 146
	 座長／栗山　陽子
	�  （宇多野病院）

	 27 群　演題 147 ～ 151
	 座長／柴田　美由紀
	�  （京都桂病院）
10：59	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 栄養管理部門（13）
	 28 群　演題 152 ～ 154
	 座長／長谷川　由起
	�  （洛和会音羽病院）

	 29 群　演題 155 ～ 157
	 座長／赤尾　志
	�  （宇治徳洲会病院）

	 30 群　演題 158 ～ 160
	 座長／岡　友理
	�  （京都済生会病院）

	 31 群　演題 161 ～ 164
	 座長／今井　文恵
	�  （西陣病院）
14：51
		  ―休憩５分―
14：56
		  看護部門（14）
	 32 群　演題 165 ～ 171
	 座長／福島　朋樹
	�  （新河端病院）

	 33 群　演題 172 ～ 178
	 座長／狩集　純子
	 （京都山城総合医療センター）
16：34
17：00	 �

 9：00	 	 医師部門（16）
	 34 群　演題 179 ～ 184
	 座長／大久保　和俊
	�  （京都桂病院）

	 35 群　演題 185 ～ 189
	 座長／尼川　龍一
	 （日本バプテスト病院）

	 36 群　演題 190 ～ 194
	 座長／水野　敏樹
	 （京都鞍馬口医療センター）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 医師部門（８）
	 37 群　演題 195 ～ 198
	 座長／児玉　直俊
	�  （京都大原記念病院）

	 38 群　演題 199 ～ 202
	 座長／阪上　順一
	 （市立福知山市民病院）
14：16
		  ―休憩５分―
14：21
		 臨床工学部門（20）
	 39 群　演題 203 ～ 206
	 座長／本荘　龍一
	�  （西陣病院）

	 40 群　演題 207 ～ 210
	 座長／山村　龍也
	�  （京都桂病院）

	 41 群　演題 211 ～ 216
	 座長／寺見　千尋
	�  （京都岡本記念病院）

	 42 群　演題 217 ～ 222
	 座長／辻本　紘史
	�  （蘇生会総合病院）
16：41
17：00	 �

 9：00	 	 看護部門（16）
	 43 群　演題 223 ～ 227
	 座長／兵頭　美香子
	�  （西陣病院）

	 44 群　演題 228 ～ 232
	 座長／大塚　直子
	�  （武田病院）

	 45 群　演題 233 ～ 238
	 座長／丸山　美香
	�  （京都岡本記念病院）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 看護部門（28）
	 46 群　演題 239 ～ 245
	 座長／田上　千恵
	�  （京都大原記念病院）

	 47 群　演題 246 ～ 252
	 座長／久保　静
	�  （十条武田リハビリ
� テーション病院）

	 48 群　演題 253 ～ 259
	 座長／森下　治代
	�  （京都新町病院）

	 49 群　演題 260 ～ 266
	 座長／毛利　由美子
	�  （宇治武田病院）

16：36
17：00	 �

 9：00	 	 看護部門（16）
	 50 群　演題 267 ～ 272
	 座長／中村　隆
	�  （川越病院）

	 51 群　演題 273 ～ 277
	 座長／龍野　和恵
	�  （賀茂病院）

	 52 群　演題 278 ～ 282
	 座長／南田　喜久美
	�  （京都九条病院）
10：52	 �

	
	
	
		  （休　憩）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
13：20	 �
	 	 看護部門（28）
	 53 群　演題 283 ～ 289
	 座長／岩川　嘉奈子
	 （京都鞍馬口医療センター）

	 54 群　演題 290 ～ 296
	 座長／山田　智博
	�  （北山病院）

	 55 群　演題 297 ～ 303
	 座長／米田　五月
	�  （𠮷川病院）

	 56 群　演題 304 ～ 310
	 座長／金　明仙
	 （日本バプテスト病院）

16：36
17：00	 �



（ 8 ）

〈洗心館〉 〈美心館〉
地下1階　こころホール（206席）
＝第1会場
1階　エントランス
＝講師・座長・演者・医療従事者受付
1階　アートフォーラム
＝特別講演・特別対談
シンポジウム　特設会場
6階　第1会議室（90席）
＝第2会場
6階　第2会議室（20席）
＝私病協・府病協役員控室

1階　ラウンジ  
＝実行委員･準備委員控室

2階　21教室 （90席） ＝第3会場

2階　22教室 （90席） ＝第4会場

3階　31教室 （90席） ＝第5会場

4階　45教室 （130席） ＝第6会場

5階　52教室 （156席） ＝第7会場

5階　53教室 （130席） ＝第8会場

四条通

四条門

洗心館 地下1階付8階建

日本庭園

美心館 地下1階付8階建

自転車・バイク置場

正
面
玄
関

コートるり
（多目的広場）

地下1階付4階建
和心館

出入口

室
町
通

正
面
ゲ
ー
ト

新
町
通

新
町
門

●受付・特設会場・展示企業平面図

洗心館1階

室町通出入口
（参加者出入口）

↓

四条入口
（終日、閉鎖）

第1会場へ→
エントランスホール アートフォーラム

正
面
入
口

美
心
館
↓

↑
洗
心
館

事
務
局
本
部

演者・
医療従事者・  受付
学生・市民

⎞
⎠

講師・座長　　　　　受付来賓・報道
⎞
⎠

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

美心館1階

ラウンジラウンジ

↑
実行委員・準備委員控室

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

展示企業／①株式会社メディサージュ
②白十字株式会社
③エア・ウォーター西日本株式会社
④河淳株式会社

①

②
③

④

展示会場

手洗

特別講演・特別対談
シンポジウム
特設会場

特別講演・特別対談
シンポジウム
特設会場

池坊短期大学　構内



（ 9 ）

空
調
機
械
室

渡
り
廊
下

私病協・府病協役員控室

↓

第1会議室 261教室

第2会議室

応接室

倉庫

廊下

準備室

手洗

湯沸室

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

●第2会場平面図

洗心館6階

■第2会場（第1会議室）90席

●第1会場・展示会場平面図

洗心館こころホール
洗心館・地下1階

■第1会場（こころホール）　全席206席（前席－52席、後席－154席）

展示企業／⑤⑥エスリード株式会社
⑦　株式会社医療情報システム
⑧　株式会社トーショー
⑨　株式会社COSPAウエルネス
⑩　株式会社コア・クリエイトシステム
⑪　株式会社セントラルユニ

展示会場

手洗 手洗

調弦室
1

調弦室
2

調弦室
3

楽屋
1

楽屋
2

電気室収蔵庫学園
倉庫

廊下

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル廊下 出入口

会場前受付（演者・座長）
発表スライド確認場所

ス
テ
ー
ジ

放
送
室

洗
濯
室

エレベーター

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

⑤
⑥

⑪⑩

⑦
⑧

⑨
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●第3会場～第8会場・展示会場平面図

美心館
2階　21教室 （90席） ＝第3会場
2階　22教室 （90席） ＝第4会場
3階　31教室 （90席） ＝第5会場

4階　45教室 （130席） ＝第6会場
5階　52教室 （156席） ＝第7会場
5階　53教室 （130席） ＝第8会場

■2階　第3会場（21教室）・第4会場（22教室）

22教室22教室 21教室21教室

出入口 出入口

会場前受付（演者・座長）
発表スライド確認場所

第4会場 第3会場

手洗倉庫、準備室等

ホール

展示企業／
⑫Daigasエナジー株式会社
⑬株式会社島津製作所
⑭住商モンブラン株式会社

⑫

⑭

⑮

⑰

■3階　第5会場（31教室）

45教室45教室

53教室53教室 52教室52教室

ホール

■4階　第6会場（45教室）

出入口

会場前受付（演者・座長）
発表スライド確認場所

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

第6会場

手洗

■5階　第7会場（52教室）・第8会場（53教室）

出入口 出入口

会場前受付（演者・座長）
発表スライド確認場所

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

第8会場 第7会場

手洗

展示企業／
⑮フクダコーリン株式会社
⑯株式会社エピグノ
⑰日本光電工業株式会社

⑬

⑯

31教室31教室

出入口

会場前受付（演者・座長）
発表スライド確認場所

第5会場

手洗倉庫、準備室等

ホール
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホール
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園部

敦賀

米原

彦根

近江八幡堅田

出町柳

市営地下鉄東西線

…京都駅までの所要時間

近江舞子

草津

貴生川

奈良近鉄奈良
淀屋橋

六角通

新
町
通

室
町
通

至
国
際
会
館

烏
丸
通

市
営
地
下
鉄
烏
丸
線

四
条

五
条

四条通

至大阪梅田

阪急京都線

25番
出口

出入口

烏丸

華道家元 池坊

五条通

七条通

至大阪

至新大阪

JR京都線

東海道新幹線

近鉄京都線 JR奈良線
至西大寺 至奈良

至京都河原町

JR琵琶湖線　至大津

至名古屋

京橋
京阪電鉄

竹田近鉄京都線

JR奈良線

琵
琶
湖

J
R
湖
西
線

J
R
琵
琶
湖
線

J
R
草
津
線

JR京都線

阪急京
都線

J
R
嵯
峨
野
線

大阪梅田

高槻

N

京都駅から
市営地下鉄烏丸線で
四条まで4分

大津

醍醐六地蔵

宇治
木津

亀岡

二条

大宮 烏丸京都河原町

国際会館

烏丸御池

市
営
地
下
鉄
烏
丸
線

四条
★

約50分

約90分

約60分

約50分

約35分約25分

約25分

約60分

約45分

約30分 約15分

約50分

約30分

池坊短期大学

丹波橋

京都

京都駅

大阪 山科

三条

池坊短期大学

お車でのご来場は
ご遠慮下さい

池坊短期大学　案内図
所在地　京都市下京区四条室町鶏鉾町

● JRをご利用の方
JR「京都駅」より（地下鉄乗車時間 ４分）
地下鉄鳥丸線「国際会館」行き乗車 → 「四条駅」下車、25 番出口より西へ徒歩２分
●阪急電鉄をご利用の方

阪急「鳥丸駅」より 25 番出口より西へ徒歩２分
●近鉄電車をご利用の方

近鉄「竹田駅」より（地下鉄乗車時間　10 分）
地下鉄鳥丸線「国際会館」行きに乗り換え → 「四条駅」下車、
25 番出口より西へ徒歩２分

※上記の通り、室町通り沿いの正面よりお入り下さい（四条通り正面は閉まっております）。
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　　特　別　講　演

　「地域に必要とされる書店でありつづけるために」

� 　第１会場（11：20～ 12：10）

� 大垣書店グループ　代表取締役　　

大 垣　守 弘 氏

•プロフィール•

　大垣　守弘（おおがき　もりひろ）

1959 年京都市生まれ。立命館大学経営学部卒業後大垣書店に入社。
2000 年に代表取締役、2021 年に代表取締役会長に就任。
京都商工会議所常議員など各種団体の要職に就いている。
2023 年 11 月には東京 麻布台ヒルズに出店し、現在は北海道から広島まで全国に 50 を超え
る店舗を展開。

「地域に必要とされる書店でありつづけよう」を社是に、お客様に文化と教養をお届けする
書店でありたいと、カフェやギャラリーなどを併設して「地域と文化の交流の場」を提供。
全国で減り続ける書店活性化のため、経営困難に陥った書店の支援をはじめ書店振興のため
に積極的な活動を行っている。

【経　歴】
1982 年（昭和 57 年）３月	 立命館大学経営学部卒業
同　 年　　　　　　 ４月	 株式会社大垣書店　入社
1983 年（昭和 58 年）７月	 株式会社大垣書店　本店店長就任
1989 年（平成 元 年）７月	 株式会社大垣書店　専務取締役就任
2000 年（平成 12 年）８月	 株式会社大垣書店　代表取締役就任
2021 年（令和 ３ 年）11月	 株式会社大垣書店　代表取締役会長就任
株式会社　大垣書店　代表取締役会長
株式会社　大田丸　　代表取締役社長
株式会社　廣文館　　代表取締役社長

【団体及び公職歴】
一般社団法人　京都経済同友会　幹事
公益社団法人　上京納税協会　副会長
財団法人　片山家能楽・京舞保存財団　評議員
書店新風会　会長
特定非営利活動法人　コミュニティラジオ京都　理事長
公益財団法人　文字・活字文化推進機構　評議員
一般財団法人　出版文化産業振興財団（JPIC）評議員
特定非営利活動法人　法人絵本文化推進協会　理事
学校法人立命館　評議員議長
一般社団法人　京都出版文化協会　代表
京都商工会議所（常議員、小売商業部会部会長、産業人財委員会委員長）
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� 国際オリンピック委員会（IOC）アスリート委員　　 
� 日本オリンピック委員会（JOC）専務理事　　 
� 国際フェンシング連盟 理事／ WIN3 株式会社 代表取締役 CEO　　

太 田　雄 貴 氏

•プロフィール•
　太田　雄貴（おおた　ゆうき）

【経　歴】
1985 年生まれ、滋賀県出身。小学校３年からフェンシングを始め、高校では史上初のインター
ハイ三連覇を達成。2008 年の北京オリンピックで日本人初のフルーレ個人銀メダル、2012
年のロンドンオリンピックでフルーレ団体銀メダル。2016 年には日本人初の国際フェンシ
ング連盟理事に就任。日本フェンシング協会会長などを経て、現在は国際オリンピック委員
会アスリート委員、WIN3（株）代表取締役。

　　特　別　対　談

　「時代を突き抜けるチームを育むために求められること」

� 　第１会場（12：20～ 13：10）

� 【インタビュアー】　　　　　　　　　　　　　　　　　
� 同志社大学　スポーツ健康科学部　学部長　教授　　

北 條　達 也 氏

•プロフィール•
　北條　達也（ほうじょう　たつや）

【経　歴】
昭和63年３月	 京都府立医科大学医学部 卒業
平成６年３月	 京都府立医科大学大学院 修了
平成６年４月	 京都第一赤十字病院　整形外科　医員
平成９年４月	 明治鍼灸大学（現 明治国際医療大学）鍼灸学部　講師
平成11年４月	 明治鍼灸大学（現 明治国際医療大学）鍼灸学部　助教授
平成16年１月	 京都府立医科大学大学院運動器機能再生外科学　講師
平成18年４月	 京都府立医科大学リハビリテーション部　講師（兼任）
平成20年４月	 同志社大学スポーツ健康科学部　教授（現在に至る）
平成22年４月	 同志社大学大学院スポーツ健康科学研究科　教授（現在に至る）
令和７年４月	 同志社大学スポーツ健康科学部　学部長、同大学院　研究科長

【受賞歴】
令和１年５月	 日本温泉気候物理医学会　研究奨励賞
令和１年６月	 公益財団法人日本テニス協会　功労賞

【著　書】
スポーツ健康科学入門　第２版　北條達也編著　金芳堂　2025 年 3 月 31 日発刊
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　　シンポジウム
　「2040 年に向けた新たな地域医療構想における地域医療連携の姿」

� 　第１会場（13：50～ 16：30）
　 基 調講演 
　「�ポストパンデミックの地域医療を考える　� �
� 培われた地域連携の展開」

�

� 沖縄県立中部病院　感染症内科・地域ケア科　副部長　　

高 山　義 浩 氏

•プロフィール•
　高山　義浩（たかやま　よしひろ）

【経　歴】
1995 年	 東京大学医学部保健学科卒
2002 年	 山口大学医学部医学科卒
2002 年	 国立病院九州医療センター
2003 年	 九州大学病院
2004 年	 長野厚生連佐久総合病院総合診療科
2008 年	 厚生労働省健康局結核感染症課課長補佐
2010 年	 沖縄県立中部病院感染症内科医長
2012 年	 同地域ケア科併任
2014 年	 厚生労働省医政局地域医療計画課課長補佐
2015 年	 沖縄県立中部病院感染症内科・地域ケア科副部長　
	 現在に至る

【その他】
2015 年－	 日本医師会総合政策研究機構客員研究員
2020 － 24 年	 厚生労働省参与
2021 － 23 年	 沖縄県政策参与
2023 年－	 内閣府規制改革推進会議専門委員
2025 年－	 沖縄大学客員教授

【著　書】
アジアスケッチ 目撃される文明・宗教・民族（白馬社、2001 年）
ホワイトボックス 病院医療の現場から（産経新聞出版、2008 年）
地域医療と暮らしのゆくえ 超高齢社会をともに生きる（医学書院、2016 年）
高齢者の暮らしを守る 在宅感染症診療（日本医事新報社、2020 年）
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 各 講 演 

◆講演１
　テーマ／「�京都府における地域医療構想のこれまでの取組と

今後について」
　� 講　師／京都府　健康福祉部長　　

� 井 原　正 裕 氏
【抄録】
　京都府では住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、医療・介護・介護予防・住まい・
日常生活の支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの実現に向けて、平成 29 年に
京都府地域包括ケア構想（地域医療ビジョン）を策定し、オール京都体制で、①地域包括ケ
アシステムの推進、②病床の役割強化及び連携の促進、③医療・福祉・介護人材の確保・育
成の観点から、地域医療介護総合確保基金なども活用し様々な施策に取り組んできた。
　また、地域医療ビジョンは医療機関の自主的な取組を基本としつつ、各地域医療構想調整
会議で毎年協議をし、その結果、病床機能報告制度では回復期機能を担う病床が増えるなど
取組は進んだと言えるが、患者の状態にあった病床で医療を受け、早期の家庭復帰や社会復
帰を実現するには更なる取組が必要となる。
　人材確保がさらに課題となり、85 歳以上の高齢者の増加が見込まれる 2040 年、その先に
わたり持続可能な医療・介護の提供体制が整備できるよう関係者の協力を得ながら必要な施
策に取り組んでいきたい。

◆講演２
　テーマ／「�自分たちの地域は、自分たちの手で。� �

― 医療・介護・リハビリの再定義と実装に向けて」
� 講　師／医療法人渾深会　リハビリテーション専門施設　　
� 　介護老人保健施設鵠芭　副施設長　　

福 島　飛 鳥 氏
【抄録】
　2040 年を目前に、日本の医療・介護体制は限界を迎えつつある。私が勤務するリハビリ
テーション専門施設をはじめ、「ADL が改善しても帰れない」「治っても暮らせない」「再入
院（所）を繰り返す」といった現実が各地で常態化している。今後、多数の慢性疾患を抱え
る超高齢者の増加に伴い、医療は「治す」から「共に生きる関係性を支える支援」へと転換
が求められる。高齢者の住まいや家族構成、価値観の変容により、「どこに住むか」より「誰
とどのような関係で暮らすか」が支援の本質となる。当施設では「買物リハビリ」や「その
人となりメモ」を通じ、身体機能と関係性の双方から生活機能向上に努めている。地域の中
核病院との定例会や ICT を活用した多職種連携を通じ、関係性の継続支援に注力している。
連携とは単なる情報共有でなく、関係性が持続する構造を編み直す営みである。加えて専門
職には、その時々で「要」に従う柔軟な度量が求められる。今こそ、それぞれの現場からボ
トムアップで政策と現実の接点を問い直し、実現へ一歩踏み出すときである。
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◆講演３
　テーマ／「�新たな地域医療構想に向けて、地域のニーズと訪

問看護師の役割　～医療と介護の連携の推進により住
み慣れた地域で暮らせる社会の構築～」

� 講　師／社会医療法人ペガサス　ペガサス訪問看護ステーション　管理所長　　

� 稲 積　眞 琴 氏
【抄録】
　新たな地域医療構想は、急性期医療から在宅医療への機能分化と連携を強化することで、
医療資源の最適配分を目指しており、在宅では看取りや認知症高齢者、独居や老々介護世帯
の更なる増加が見込まれ、訪問看護ステーションが在宅療養を支える中心的な役割を担うと
考える。
　地域医療構想の枠組みにおける訪問看護ステーションの現状と今後の方向性を考察する
と、多様化・重度化する利用者ニーズへの対応、ICT・AI など新技術の活用、人材確保と
育成の問題、医療と介護のシームレスな連携体制の不足や地域住民への啓発と信頼関係の構
築などの課題があげられる。そこで、訪問看護師の職場環境の改善と人材育成プログラムの
構築、多職種との地域連携の強化を実施することで、訪問看護ステーションが安定的な経営
が可能となれば、持続可能な在宅医療体制を築くことに繋がると考える。また、訪問看護師
は単なる「看護サービス提供者」にとどまらず、「医療・介護・生活支援の調整役」として
の役割を強化し、在宅療養者が安心して暮らせる社会の構築を確立することが必須である。

◆講演４
　テーマ／「�地域（在宅）医療と介護連携の現状と課題� �

～ケアマネジャーの立場から～」
� 講　師／嵯峨野病院居宅介護支援事業所　福王子在宅事業部在宅管理者　　

　　川 添 チエミ 氏
【抄録】
①入退院時における医療機関との調整
　ケアマネジャーは医療機関の機能を知り、入院時の情報提供からスムーズな退院調整が重
要となる。現状、入院時情報は FAX や手渡しで、退院時は医療機関に出向き職員との面談
等で連携を図っている。課題は情報提供までに時間がかかることや、情報提供が必ずしも実
施されないことである。現在構築中の「全国医療情報プラットホーム（介護情報基盤等）」
の整備により、介護サービスの質の向上及び業務の効率化が期待される。
②在宅医療との接続
　通院が困難になった場合の訪問診療等への切替は、本来医療機関が診療情報の引継ぎを行
うことが望ましいと言える。ケアマネジャーが在宅介護・医療連携支援センターと連携し、
利用者の希望に沿って訪問診療可能な医療機関へつないでいる現状もある。
③在宅看取りに関する課題
　24 時間訪問診療及び訪問看護体制があることが条件の一つであるが、対応医師の負担も
大きい。持続可能な体制の構築が求められる。

 討　　論 
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一　般　演　題

　多職種共同カテゴリ　

第１群　演題１～４　第１会場　９：50〜 10：18　真鍋　由美（八幡中央病院）
病院と在宅医療・介護の連携部門（演題１〜４）
 １　在宅医療における臨床工学技士の取り組み� 京都田辺中央病院　　森　　　圭一郎
 ２　NDB オープンデータを用いた在宅訪問診療の実態分析� 堀川病院　　太　田　有　紀
 ３　NDB オープンデータを用いた認知症ケアの実態分析� 堀川病院　　笹　川　祐　子
 ４　NDB オープンデータからみる摂食機能療法の現状と課題� 堀川病院　　久須窪　充　仁

第２群　演題５～８　第１会場　10：18〜 10：46　矢野　裕典（洛和会音羽病院）
病院と在宅医療・介護の連携部門（演題５）
 ５　京都府脳卒中相談窓口連携会議をプラットフォームにした地域多職種連携 

� 京都大学医学部附属病院　　榎　戸　真　弓
医療DX部門（演題６〜７）
 ６　歯科技工における医療 DX の実践　～模型レス化による業務効率と精度の向上～
� 洛和会音羽病院　　島　　　舞　香
 ７　当院におけるデジタルトランスフォーメーションの取り組みと成果
� 堀川病院　　片　岡　景　子
働き方改革とタスク・シフト／シェア部門（演題８）
 ８　医師の労務管理　～勤務管理の向上について～� 宇治徳洲会病院　　内　藤　万　嗣

　放射線部門　

第３群　演題９～ 12　第２会場　９：00〜９：28　四丸　真俊（京都医療センター）
 ９　1.5T 装置における冠動脈 MRA の撮像条件の基礎検討� 洛和会音羽病院　　篠　岡　　　雅
 10　当院 MRI 装置における手指屈筋腱描出の試み� 洛和会丸太町病院　　江　﨑　茉　莉
 11　「足部領域 MRI におけるコイル選択に関する取り組み」� 洛和会丸太町病院　　柴　田　真　未
 12　体位変換を活用した自然重力胆汁移動による MRCP の描出能向上に関する検討
� 学研都市病院　　吉　川　大　輔

第４群　演題 13～ 18　第２会場　９：28〜 10：10　寺崎　圭（京都大学医学部附属病院）
 13　計画停電のマニュアルの更新� 医仁会武田総合病院　　中　原　　　健
 14　放射線防護衣の破損レベルと破棄基準の検証� 医仁会武田総合病院　　河　野　天　鐘
 15　当院における診療放射線技師による静脈穿刺の報告� 西陣病院　　脇　　　健太郎
 16　放射線防護プロテクターの管理効率向上を目指したアプリケーション開発と運用事例
� 武田病院　　井　戸　翔　太
 17　照射録の紙運用について� 西京都病院　　濵　田　芙　結
 18　STAT 画像報告に対する当院での取り組み� 京都桂病院　　芝　本　昂　平
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第５群　演題 19～ 24　第２会場　10：10〜 10：52　足高　翼（西陣病院）
 19　胸腹部 CT から骨粗鬆症外来へとつなぐ取り組み� 男山病院　　畑　野　棋　平
 20　当院の造影 CT 検査における副作用の現況� 京都第二赤十字病院　　井　上　汐　里
 21　当院におけるスプリットボーラス法を用いた肺動脈・下肢静脈造影 CT の有用性
� 宇治武田病院　　中　谷　美　晴
 22　頭部 CTA における手術支援を目的とした従来再構成と AI 再構成画像の比較と検討
� 蘇生会総合病院　　久　　　健　汰
 23　CT 装置「Aquilion　ONE」による心臓造影 CT 検査の Clear Motion 画像再構成
� 西陣病院　　岩　見　　　学
 24　冠動脈 CT における FD 値の検討� 武田病院　　坂　　　恵　太

第６群　演題 25～ 32　第２会場　13：20〜 14：16　三森　隼人（京都中部総合医療センター）
 25　Tomotherapy における Jaw と線源位置のエラー検出に関する検討
� 宇治武田病院　　登　口　拓　海
 26　ガンマナイフのリスクとその対策　～放射線画像部門を中心に～
� 洛西シミズ病院　　上　田　碧　郎
 27　FDG-PET 検査における遅延画像撮影の判断と部位別実施頻度の検討
� 武田病院　　岩　田　和　也
 28　画像処理パラメータを変化させた肋骨レントゲン写真
� 洛和会音羽リハビリテーション病院　　篠　原　一　真
 29　�２つのモードのトモシンセシス撮影について�  

- 当院におけるデジタルマンモグラフィ装置の使用経験 -
� 洛和会音羽病院　　小　﨑　美乃里
 30　EVT における造影剤使用量低減に向けての取り組み� 京都ルネス病院　　四　方　智　大
 31　血管造影室における経皮的椎体形成術の実施について� 医仁会武田総合病院　　佐次田　麻　鈴
 32　経橈骨動脈アプローチによる血管内治療の成功向上を目指して
� 京都田辺中央病院　　安　本　隆　弥

　事務部門　

第７群　演題 33～ 38　第２会場　14：21〜 15：03　福本　秀（日本バプテスト病院）
 33　災害対策　～治水のための止水板設備訓練の重要性について～
� 京都ならびがおか病院　　藤　井　雄　太
 34　災害時に備えた診療記録の紙運用整備と院内活用
� 京都中部総合医療センター　　加　藤　千　恵
 35　患者様・入所者様の安全な散策について� なごみの里病院　　野　田　祐　平
 36　送迎バスの見える化について� 宇治徳洲会病院　　吉　田　明　央
 37　人事採用にデジタル広報と営業訪問の両輪の体制を強化して� 八幡中央病院　　岡　島　明　香
 38　職員向け広報誌・レポートの作成と発行� 明石病院　　秦　　　保　直
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第８群　演題 39～ 44　第２会場　15：03〜 15：45� �
� 　佐藤　紗知子（宇治脳卒中リハビリテーション病院）
 39　地域連携予約枠の活用状況の見える化　～ Web 予約システムの導入に向けて～
� 京都市立病院　　井　関　夏　菜
 40　下り搬送におけるクラウドサービスを利用した転院調整についての取り組み
� 京都桂病院　　藤　井　さくら
 41　紹介予約患者の“未”来院への対応� 京都中部総合医療センター　　濵　岡　宏　成
 42　当院圏域における地域包括ケア病棟の役割 2040 年に向けた取り組みの紹介
� 京都山城総合医療センター　　辰　本　美　裕
 43　患者と家族と歩む退院支援在宅　支援支援者と家族の思いの狭間で
� 相馬病院　　東入來　阿　美
 44　�地域包括ケアシステム推進の役割を担う自病院の経営戦略　 

～本部管理者の伴走支援と病院管理者の役割発揮～� 八幡中央病院　　山　本　嘉　治

第９群　演題 45～ 50　第２会場　15：45〜 16：27　深田　圭亮（学研都市病院）
 45　当院の FLS（骨折リエゾンサービス）におけるクラークの役割� 男山病院　　賀　藤　慧莉奈
 46　医師の働き方改革に伴う当院での取り組み 

～医師事務作業補助者による診療情報提供書作成業務の代行～
� 京都岡本記念病院　　上　出　賀奈子
 47　診療報酬請求業務の効率化� 京都ルネス病院　　坂　田　由美子
 48　システム障害時のマニュアル整備とアクションカードの作成
� 洛西シミズ病院　　生　川　大　貴
 49　「マイナ保険証」利用率向上に対する取り組み� 洛和会丸太町病院　　宮　田　季美子
 50　CRM 機能を活用した医療機関への渉外活動� 洛和会丸太町病院　　伊　藤　　　優

　リハビリテーション部門　

第 10群　演題 51～ 55　第３会場　９：00〜９：35　奥山　絋平（佛教大学）
 51　脳血管疾患患者に対して段階的な活動増進を行い ADL・活動量向上を図り 

自宅退院まで至った一例� 十条武田リハビリテーション病院　　清　水　康　佑
 52　小児脳梗塞患者における復学支援の一症例を経験して� 洛西シミズ病院　　松　矢　裕　美
 53　脳腫瘍、前頭葉脳挫傷の患者に対して視覚フィードバックに着目し、 

動作能力向上に向けて介入した症例� 蘇生会総合病院　　中　治　衣　理
 54　股関節屈曲可動域改善により両手を膝についた立ち上がり動作の安定性向上を認めた症例
� 京都田辺中央病院　　帖　佐　龍　太
 55　立ち上がりに着目することで立位の安全性の向上を認めた心原性脳塞栓症の症例
� 京都田辺中央病院　　武　田　百　華

第 11群　演題 56～ 61　第３会場　９：35〜 10：17　平山　哲也（洛西シミズ病院）
 56　THA 術前の６分間歩行距離と転帰先の関連性� 洛和会音羽病院　　金　原　楓　希
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 57　１回の理学療法で歩容が改善した右人工股関節全置換術後の症例 
� 京都田辺中央病院　　岡　田　満里奈

 58　右 THA に対し左広背筋へのアプローチをした症例　 
～胸郭運動システムの再構築を用いて～� 武田病院　　辻　下　真　希

 59　脚長差が生じ歩容改善に難渋した左人工股関節術後患者に対する 
アプローチの検討　歩行の速度性に着目した� 武田病院　　望　月　晴　貴

 60　地域での自立した生活のため屋外歩行自立を目指した介入について 
～足部と歩行速度の関連に着目した症例～� 洛和会音羽記念病院　　芹　澤　未紀子

 61　右足関節脱臼骨折・第５中足骨骨折を受傷した症例の跛行について 
～足部が受けるメカニカルストレスに着目～� 武田病院　　岡　尾　沙　紀

第 12 群　演題 62～ 66　第３会場　10：17〜 10：52　田後　裕之（京都岡本記念病院）
 62　拒否がある患者の入浴が可能になった一症例　 

～リハビリテーション科と看護部との取り組み～� 洛西シミズ病院　　松　矢　光　央
 63　食事に対して多職種連携をし、自宅退院が可能となった症例
� 洛西シミズ病院　　安　井　実　紅
 64　院内連携パスの構築� 明石病院　　上　念　三　朗
 65　当院回復期病棟における集団活動の取り組みの現状と課題
� 十条武田リハビリテーション病院　　楠　原　駿　平
 66　当院における地域ハビリテーション支援活動の現状と今後の方向性について
� 十条武田リハビリテーション病院　　酒　匂　優　一

第 13群　演題 67～ 72　第３会場　13：20〜 14：02　吉村　貴子（京都先端科学大学）
 67　自閉スペクトラム症を併存する吃音者に対し、就職活動の支援・環境調整を行った一症例
� 宇治徳洲会病院　　川　本　一　美
 68　看取り目的で転院された患者様へのリハビリ介入結果の検討� 京都久野病院　　大　橋　倫　子
 69　リハビリにより嚥下障害とアパシーからくる重度経口摂取困難を一部改善した症例
� 千春会病院　　前　田　　　崇
 70　認知症高齢者とのコミュニケーションに関する実践報告� 宇治病院　　髙　橋　絵留美
 71　談話能力の改善に関わる要因の検討　-CIU を用いた説明能力評価の試み -
� 洛和会音羽病院　　髙　井　朋　衣
 72　失読失書の改善により趣味活動が再開可能となった一例
� 十条武田リハビリテーション病院　　花　木　茉奈美

第 14群　演題 73～ 76　第３会場　14：02〜 14：30
� 　出田　大介（介護老人保健施設シミズふないの里）
 73　転倒を繰り返す高齢者に多職種連携介入した一症例 

　～自宅内レイアウトの見直しを通じて～� 洛陽病院　　松　原　達　哉
 74　在宅生活継続に向けた意思決定支援の実践　－神経疾患を有する独居女性の一症例－
� 京都中部総合医療センター　　高　位　篤　史
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 75　大脳白質脳症の増悪により外出困難となった症例　～もう一度歩いて買い物に行きたい～ 
� 向日回生病院　　清　水　裕　香

 76　疼痛が増大する運動介人が困難で訪問リハビリテーションの介人に苦渋した症例報告
� 西京都病院　　長谷川　久　徳

第 15群　演題 77～ 83　第３会場　14：30〜 15：19　金本　雅俊（京都民医連中央病院）
 77　セルフマネジメント教育が奏功した、間質性肺炎と COPD の既往がある 

肺炎患者に対する呼吸リハビリテーション� 京都民医連中央病院　　尾　川　詳　普
 78　社会復帰に対するセルフケアマネジメントを行った呼吸リハビリテーション
� 洛和会音羽病院　　岩　下　廣　佳
 79　呼吸器疾患患者データ収集における「Forms」と「Teams」を活用した運用改善の検討
� 洛和会丸太町病院　　関　　　彩　花
 80　腰痛者における横隔膜機能と生体力学的・生理学的呼吸機能評価との関連性
� 相馬病院　　岩　倉　広　和
 81　当院における心不全患者の歩行に関する自己効力感と心機能・身体機能の関連調査
� 京都九条病院　　松　田　朋　也
 82　排泄カンファレンスの取り組み結果から見る当院の特色について
� 京都東山老年サナトリウム　　小　谷　　　卓
 83　感覚障害を伴う褥瘡に対する電気刺激療法の一例� 学研都市病院　　新　明　俊　英

第 16群　演題 84～ 88　第３会場　15：19〜 15：54　永井　楓（京都医健専門学校）
 84　脳卒中片麻痺患者に対する方向転換時の視線誘導が有効であった一例
� 蘇生会総合病院　　佐　藤　朋　花
 85　高速トレッドミル歩行練習により、体幹機能・歩行能力が改善した小脳梗塞の一例
� 学研都市病院　　竹　島　由　良
 86　発症前より腰痛を有した片麻痺の利用者に対して分回し歩行軽減に向けて介入した症例 

―自宅退所を目指して―� 千春会病院　　宮　下　敦　裕
 87　右脳梗塞により重度の片麻痺を呈したが杖歩行自立を獲得した１ 症例
� 京都リハビリテーション病院　　村　中　希　帆
 88　右皮質下出血を呈した患者に課題志向型訓練を行い歩行改善が認められた症例について
� 十条武田リハビリテーション病院　　村　上　朋　未

　介護地域連携部門　

第 17群　演題 89～ 92　第３会場　15：59〜 16：27　熊本　佳子（同志社山手病院）
 89　超強化型介護老人保健施設における在宅生活を支援する取り組みについて
� 千春会病院　　入　谷　卓　也
 90　デイケアが出来る就労支援について� 千春会病院　　小　川　菜　美
 91　通所介護での「アウトカム評価」の重要性について～　～低下群の要因を探る～
� 千春会病院　　谷　口　和　之
 92　介護教室の効果について� 千春会病院　　中　谷　智恵美
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　リハビリテーション部門　

第18群　演題93～ 102　第４会場　９：00〜 10：10　鹿野　純平（京都近衛リハビリテーション病院）
 93　頚椎症性脊髄症により上肢筋力低下・手指巧緻性低下を認めた症例の箸操作獲得に向けて
� 京都武田病院　　岩　崎　優　唯
 94　右視床出血を呈した後に左下垂手が出現した左片麻痺患者に対し、 

促通・上肢機能訓練を行った一例と課題� 蘇生会総合病院　　池　島　未　峰
 95　右片麻痺に対し CI 療法を行った結果箸操作を獲得した一例
� 蘇生会総合病院　　中　野　佑　香
 96　食事動作を活用した介入により麻痺側上肢使用を促進できた一例 

- 無意識動作の活用と多職種連携の可能性 -� 蘇生会総合病院　　井　關　瑞　帆
 97　脳梗塞後に左片麻痺を生じた患者に対して、下衣操作獲得を目指した１症例
� 洛和会音羽リハビリテーション病院　　平　田　詩　織
 98　片麻痺患者の食品用ラップ動作の機能評価及び動作分析に着目した一報告
� 向日回生病院　　安　藤　大　地
 99　身体障害領域の病院で成人の重度脳性麻痺患者の食事動作獲得を目指し介入した症例について
� 京都回生病院　　小　松　尚　希
100　短期間における SDSA の評価により学習効果が認められた一例
� 蘇生会総合病院　　清　水　結　衣
101　注意障害を呈した急性期脳出血患者に対し、自己教示法を用いて 

早期トイレ動作自立を目指した症例� 蘇生会総合病院　　山　根　侑　奈
102　退院困難とされた独居高齢者が在宅復帰を果たした一例 

― 被殻出血後の多職種連携と主体性支援の重要性 ―� 蘇生会総合病院　　大　平　咲　都

第 19群　演題 103～ 108　第４会場　10：10〜 10：52　石橋　加奈子（京都山城総合医療センター）
103　右橈骨遠位端骨折を呈した患者の調理動作再獲得に介入した症例
� 洛西シミズ病院　　山　下　登　生
104　MTDLP を活用した胸椎圧迫骨折症例への退院支援と多職種連携の効果
� 蘇生会総合病院　　竹　澤　　　翼
105　活動の習慣化と社会参加に焦点をあてた一例
� 十条武田リハビリテーション病院　　奥　村　真　也
106　超高齢者に対して多職種協働で排泄支援を行った事例
� 京都東山老年サナトリウム　　中　井　裕　花
107　当院 ICU における作業療法士の役割と多職種による PICS への介入
� 洛和会音羽病院　　坂　本　恭　矢
108　「精神科デイケアにおけるプログラム実施効果の検証」　 

～ vineland= Ⅱによる評価を通して～� 京都ならびがおか病院　　佐々木　　　歩

第 20群　演題 109～ 113　第４会場　13：20〜 13：55　久貝　博晃（シミズ病院）
109　右足底前内側の接地が不十分なことで昇段動作の安定性低下を認めた 

左転移性脳腫瘍患者に対する理学療法� 園部病院　　伊　藤　翼　宙
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110　聴覚障害と高次脳機能障害を伴った多発性脳梗塞患者へのリハビリ介入により 
良好な変化を得られた一症例� 宇治病院　　猪　子　拓　史

111　プッシャー現象を呈した症例に対して体性感覚を利用した理学療法を行い、 
座位保持を獲得した一症例� 洛和会音羽リハビリテーション病院　　今　井　健　斗

112　麻痺側上肢の疼痛が日常生活の活動性を妨げていた高血圧性脳内出血の一症例 
～自宅退院に至るまでの経過～� 六地蔵総合病院　　古　川　飛　鳥

113　ピサ症候群を呈したパーキンソン病患者の立位姿勢と方向転換が運動療法で改善した症例
� 洛和会音羽リハビリテーション病院　　長　沢　朋　紀

第 21群　演題 114～ 119　第４会場　13：55〜 14：37　石束　友輝（洛和会丸太町病院）
114　左股関節・左膝関節の関節可動域向上により立ち上がり動作自立を獲得した 

左股関節脱臼骨折の症例� 京都田辺中央病院　　與　座　綾　香
115　左大腿外側痛の出現により歩行動作の耐久性低下を認めた左大腿骨頸基部骨折患者に 

対する理学療法� 園部病院　　上　田　凌　平
116　大腿骨人工骨頭置換術後の鼠蹊部痛に対して理学療法介入を行い改善を認めた症例
� 洛和会音羽リハビリテーション病院　　佐　藤　絢　音
117　デュシャンヌ歩行を呈した BHA 後症例に対して IVES が歩容改善に有効であった一例
� 蘇生会総合病院　　本　田　実　歩
118　上肢挙上動作の方法を工夫することで動作の獲得に至った肩腱断裂患者への運動療法
� 園部病院　　楠　　　貴　光
119　姿勢の変化により左上肢挙上動作が困難であった左肩関節周囲炎患者への理学療法
� 園部病院　　伊　藤　　　明

第 22群　演題 120～ 126　第４会場　14：37〜 15：26　福井　宣善（京都桂病院）
120　右人工膝関節全置換術を施行し階段昇降獲得を目指した症例
� 蘇生会総合病院　　土　川　寧　音
121　内側側副靭帯（以下 MCL）、外側側副靭帯（以下 LCL）に着目し治療を展開した症例
� 武田病院　　寺　田　大　祐
122　膝内側半月板後根断裂制動術後の正座獲得に向けた理学療法介入の一例
� 千春会病院　　有　田　悠　真
123　しゃがんだ姿勢で上肢をリーチする畑作業の継続が疼痛により 

困難であった腰部脊柱管狭窄症の症例� 園部病院　　富　長　　　陸
124　既往に精神疾患を持つ急性外傷患者に認知行動療法と PDCA サイクルを併用し介入した一症例
� 八幡中央病院　　山　本　若　奈
125　膝蓋腱炎に対する集束型体外衝撃波治療の有効性についての症例報告
� 千春会病院　　原　田　靖　章
126　脊柱管狭窄症による足底感覚障害への介入方法の検討� 学研都市病院　　八　色　凜汰朗
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　薬剤部門　

第 23群　演題 127～ 130　第４会場　15：31〜 15：59　大津山　裕美子（洛和会音羽病院）
127　当院での薬物療法適正化への取り組み� 洛和会丸太町病院　　松　居　祐　貴
128　土曜日の HIV 外来の構築と薬剤師の活動について� 日本バプテスト病院　　野　村　史　夏
129　回復期リハビリテーション病院におけるアンチバイオグラムを活用した 

抗菌薬使用の取組について� 京都田辺記念病院　　岩　﨑　要　人
130　地域における抗菌薬適正使用をめざして 

～外来感染対策連携強化加算を算定する医院と情報共有をめざして～
� 男山病院　　大　西　尚　子

第 24群　演題 131～ 134　第４会場　15：59〜 16：27　小関　敦視（八幡中央病院）
131　レオカーナ施行時におけるレニン・アンジオテンシン系阻害薬の休薬対応の検討と課題
� 京都田辺中央病院　　谷　村　朋　子
132　当院におけるメフィーゴⓇパック服用患者の現状調査報告� 洛和会音羽病院　　鎌　田　真　央
133　オピオイドスイッチングによる症状緩和の結果自宅退院を実現した１症例
� 宇治徳洲会病院　　猪　原　麻　美
134　入院時におけるフェンタニル貼付剤１日１回製剤の切替検討について
� 京都田辺中央病院　　吉　村　光　弘

　臨床検査部門　

第 25群　演題 135～ 140　第５会場　9：00〜 9：42　小森　圭裕（京都工場保健会）
135　TIPIC 症候群が疑われた一例� 医仁会武田総合病院　　光　藤　有　紀
136　当院の健診センターで行っている乳腺エコーにおける業務改善の取り組みについて
� 蘇生会総合病院　　藤　山　佳　奈
137　経過観察したことで早期に指摘できた腎細胞癌の一例
� 医仁会武田総合病院　　吉　田　有美香
138　SDR（選択的脊髄後根切断術）における術中誘発筋電図と臨床検査技師の関わり
� 宇治武田病院　　松　田　涼　風
139　内視鏡洗浄消毒装置における消毒液交換時期の検討� 医仁会武田総合病院　　池　野　　　成
140　内視鏡レンズと胃粘液除去剤との適合性の検討� 武田病院　　坪　倉　雅　人

第 26群　演題 141～ 146　第５会場　9：42〜 10：24　栗山　陽子（宇多野病院）
141　輸血副反応を疑った症例を経験した後の輸血運用の見直し
� 蘇生会総合病院　　中　野　瑛　介
142　予期せぬ凝集反応に対する当院の輸血検査の現状と課題� 宇治武田病院　　松　本　映　人
143　Direct fast scarlet 染色液の調整法の検討� 洛和会音羽病院　　岩　下　玄　基
144　耳下腺に発生した上皮筋上皮癌の一例� 医仁会武田総合病院　　髙　岡　佳　樹
145　アフターコロナにおける全自動遺伝子検査装置の有効活用例� 千春会病院　　平　木　知　子
146　日本止血学会認定施設における検査科のあり方� 西京都病院　　早　田　将　也
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第 27群　演題 147～ 151　第５会場　10：24〜 10：59　柴田　美由紀（京都桂病院）
147　心房期外収縮から洞房伝導障害を推察した症例� 宇治徳洲会病院　　廣　田　杏　奈
148　当院でのホルター心電図記録器 Heartnote Ⓡ導入に関しての取り組み
� 京都岡本記念病院　　矢　守　好　美
149　ハートケアチーム内における臨床検査技師の役割　－遠隔モニタリング導入への取り組み－
� 三菱京都病院　　山　口　統　子
150　心房中隔脂肪性肥大が疑われた２症例� 洛和会音羽病院　　畑　岡　颯　貴
151　バルサルバ洞動脈瘤破裂を合併したⅠ型心室中隔欠損症の一例
� 洛和会丸太町病院　　中　田　帆　風

　栄養管理部門　

第 28群　演題 152～ 154　第５会場　13：20〜 13：41　長谷川　由起（洛和会音羽病院）
152　栄養指導連携パスを利用した外来栄養指導の取り組み� 京都民医連中央病院　　上　山　蓮　実
153　妊娠糖尿病患者に対する管理栄養士の関わり� 京都田辺記念病院　　古　川　あずさ
154　栄養情報連携について当院の取り組みと課題� 京都武田病院　　小　林　ゆ　り

第 29群　演題 155～ 157　第５会場　13：41〜 14：02　赤尾　志（宇治徳洲会病院）
155　回復期リハビリテーション病棟入院患者における GLIM 基準に対する 

スクリーニングツールの検討� 京都岡本記念病院　　奥　野　千　裕
156　GLIM 基準による低栄養診断の導入� 千春会病院　　奥　井　美　鈴
157　透析患者に対する栄養評価方法について� 洛和会音羽記念病院　　坂　口　暁　子

第 30群　演題 158～ 160　第５会場　14：02〜 14：23　岡　友理（京都済生会病院）
158　高齢入院患者が多い当院での栄養サポートチームの取り組み� 相馬病院　　三　宅　真　央
159　高齢者緊急入院時の開始食導入の取り組みについて� 医仁会武田総合病院　　島　田　彩　礼
160　病棟配置管理栄養士の取り組み　～栄養介入が食事摂取量改善へとつながった２症例～
� 蘇生会総合病院　　佐々木　里　帆

第 31群　演題 161～ 164　第５会場　14：23〜 14：51　今井　文恵（西陣病院）
161　人手不足下における医療 DX の推進：RPA 導入による栄養科業務の効率化と 

スタッフの負担軽減� 武田病院　　村　上　英都子
162　新調理システムについて� 宇治徳洲会病院　　辻　　　　　勇
163　院内調理からニュークックチルシステムへの移行による効果と課題
� 金井病院　　𠮷　本　絢　音
164　安全な食事を提供するための取り組み� 学研都市病院　　井ノ上　志　穂

　看護部門　

第 32群　演題 165～ 171　第５会場　14：56〜 15：45　福島　朋樹（新河端病院）
165　爪切り看護外来の開設　～実態調査を踏まえて～� 愛生会山科病院　　中　澤　由希子
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166　事故防止への意識改革に向けた取り組み 
～身体ケア時の危険行為の理解と、意識向上を目指して～� 京都久野病院　　樋　本　哲　士

167　嚥下機能維持の取り組み　～経口摂取で食事を楽しんでいただくために～
� なごみの里病院　　角　田　鮎　美
168　老年期のアルコール依存症患者への断酒に向けた介入� 西陣病院　　児　玉　実　夢
169　胃切除術後の高齢患者への食事指導� 西陣病院　　上之段　里　穂
170　離床センサー解除基準の導入と看護スタッフの意識変化
� 日本バプテスト病院　　千　代　郁　華
171　転倒転落予防のためのフローチャートの定着化に向けた検討
� 洛西シミズ病院　　前　田　沙代子

第 33群　演題 172～ 178　第５会場　15：45〜 16：34　狩集　純子（京都山城総合医療センター）
172　身体拘束廃止の継続を目指して� 亀岡病院　　山　本　和　葉
173　ハンドマッサージによる認知症高齢者の周辺症状への効果と看護師への影響
� 京都九条病院　　鈴　木　　　翼
174　認知症ケアチーム活動の報告と今後の課題� 京都鞍馬口医療センター　　山　口　陽　子
175　癒しのケア　～タクティールケアを提供した考察～� 京都ルネス病院　　西　村　竜　太
176　「認知症マフ」の活用による身体拘束最小化の試み 

～ミトンに代わる新たな選択肢としての可能性～� 相馬病院　　遠　江　美　咲
177　個別レクリエーションが認知症高齢者にもたらす効果について
� なごみの里病院　　薮　　　兼　輔
178　認知症患者の大腿骨頚部骨折における腓骨神経麻痺の予防に向けた看護
� 西陣病院　　緒　方　雄　太

　医師部門　

第 34群　演題 179～ 184　第６会場　9：00〜 9：42　大久保　和俊（京都桂病院）
179　回腸導管造設後に生じた回腸導管・回腸瘻に対し外科的修復術を施行した一例
� 医仁会武田総合病院　　小寺澤　成　紀
180　前立腺肥大症に対する経尿道的前立腺水蒸気治療：術前尿閉状態の手術結果への影響
� 医仁会武田総合病院　　今　村　正　明
181　経皮的アプローチ困難な水腎症を伴う左珊瑚状結石に対して段階的手術を施行した一例
� 医仁会武田総合病院　　高　橋　大　介
182　精巣区域梗塞の２例� 医仁会武田総合病院　　髙　田　秀　明
183　皆で支えよう！白杖を持った高齢腎不全患者さんの透析導入� 宇治武田病院　　乾　　　恵　美
184　透明ドレープを使用した帝王切開の体験評価　 

－母親の主観的満足度と心理的影響に関する検討－� 京都第一赤十字病院　　髙　岡　　　宰

第 35群　演題 185～ 189　第６会場　9：42〜 10：17　尼川　龍一（日本バプテスト病院）
185　手掌多汗症に対する胸腔鏡下胸部交感神経切除術の工夫� 六地蔵総合病院　　黄　　　政　龍
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186　肝への転移浸潤により劇症型肝不全を呈し急速に死亡に至った小細胞肺癌の剖検例
� 医仁会武田総合病院　　仲　　　　　恵
187　吸入ステロイドの変更が著効した特発性気管支拡張症の１例
� 医仁会武田総合病院　　前　川　晃　一
188　ベネトクラクス＋アザシチジン療法を継続している慢性好中球性白血病の１例
� 医仁会武田総合病院　　中　坊　幸　晴
189　一般市中病院におけるアルコール使用障害患者の治療と連携
� 京都民医連中央病院　　神　渡　翔　子

第 36群　演題 190～ 194　第６会場　10：17〜 10：52　水野　敏樹（京都鞍馬口医療センター）
190　パーキンソン病患者に対するホスレボドパ・ホスカルビドパ持続皮下注療法における当院の取組
� 南京都病院　　山　本　兼　司
191　腰部脊柱管狭窄症術後予後における術前サルコペニアの影響
� 医仁会武田総合病院　　池　田　直　廉
192　脊髄弛緩の一例� 医仁会武田総合病院　　川　西　昌　浩
193　ガンマナイフ知識のアップデート：治療医有志による抄読会から、一般向け広報活動まで
� 洛西シミズ病院　　川　邊　拓　也
194　国際支援を必要とした外国籍脳神経外科救急入院患者の特徴� 武田病院　　定　政　信　猛

第 37群　演題 195～ 198　第６会場　13：20〜 13：48　児玉　直俊（京都大原記念病院）
195　骨粗鬆症性椎体骨折に対する後弯矯正術後の全脊椎矢状面バランスの改善効果
� 医仁会武田総合病院　　横　山　邦　生
196　当院の骨粗鬆症専門外来開設時の診療体制と受診患者評価について
� 千春会病院　　金　村　　　卓
197　左立脚後期の股関節伸展不足に伴う体幹側屈軽減を目指した左人工股関節全置換術後の一症例
� 京都武田病院　　岡　本　陽　聖
198　褐色細胞腫・パラガングリオーマ（PPGL）の診療ガイドライン 2025 に基づく適切な病診連携
� 医仁会武田総合病院　　成　瀬　光　栄

第 38群　演題 199～ 202　第６会場　13：48〜 14：16　阪上　順一（市立福知山市民病院）
199　当院の高齢者慢性難治性便秘の治療方針について� 京都民医連中央病院　　川　島　市　郎
200　初回指摘時点ですでに膵実質を圧排していると思われた膵嚢胞の一例
� 医仁会武田総合病院　　髭　　　秀　樹
201　Low-grade appendiceal mucinous neoplasm の２例� 武田病院　　大　江　正士郎
202　当院における予約なし大腸内視鏡検査受診者の結果集計
� 京都民医連中央病院　　平　尾　聡一良

　臨床工学部門　

第 39群　演題 203～ 206　第６会場　14：21〜 14：49　本荘　龍一（西陣病院）
203　透析患者に対する組織酸素飽和度指数の活用について� 京都ルネス病院　　和　久　勝　哉
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204　超音波診断装置を用いた VA 管理� 京都民医連中央病院　　嶋　田　香　南
205　透析導入後に尿毒性心タンポナーデを認めた１例� 医仁会武田総合病院　　村　瀬　太　一
206　後天性血栓性血小板減少性紫斑病に対して血漿交換を行った１症例
� 医仁会武田総合病院　　谷　村　和　樹

第 40群　演題 207～ 210　第６会場　14：49〜 15：17　山村　龍也（京都桂病院）
207　透析患者の自覚症状調査と OHDF チームの関わり� 京都民医連中央病院　　森　田　優　貴
208　フットチェックにおける臨床工学技士のかかわり� 医仁会武田総合病院　　政　所　佳　奈
209　透析時運動療法チームにおける臨床工学技士のかかわり� 武田病院　　大　槻　　　誠
210　オーバーナイト透析導入に伴う取り組みについて� 洛和会音羽記念病院　　明　石　有　加

第 41群　演題 211～ 216　第６会場　15：17〜 15：59　寺見　千尋（京都岡本記念病院）
211　重症患者に対する内視鏡治療の取り組みについて� 宇治徳洲会病院　　池　田　大　輝
212　発作性房室ブロックを認めた患者に LBBAP を試みた１例� 蘇生会総合病院　　日　野　愛　華
213　ペースメーカー遠隔モニタリング導入経験を生かした CPAP 遠隔モニタリング導入
� 学研都市病院　　佐々木　麗　矢
214　経皮的経静脈電極リード抜去手術の実績� 武田病院　　若　江　海　帆
215　カテーテル室ワーキンググループの立ち上げと取り組み� 武田病院　　福　田　友　規
216　カテーテル室における PFA 導入の安全性と最適化の取り組み� 武田病院　　齋　藤　裕　基

第 42群　演題 217～ 222　第６会場　15：59〜 16：41　辻本　紘史（蘇生会総合病院）
217　心電呼吸送信機における表示器の表示時間の違いが連続使用時間に及ぼす影響の検討
� 医仁会武田総合病院　　井　口　新　一
218　心電呼吸送信機における乾電池選択による連続使用時間への影響
� 医仁会武田総合病院　　早　河　太　一
219　在宅酸素療法における導入運用変更についての検討
� 京都中部総合医療センター　　奥　村　豪　士
220　パルスオキシメーターの性能における比較検討� 洛和会音羽病院　　後　藤　　　唯
221　南京都病院医療安全管理室における、人工呼吸器関連レベル０インシデント報告数 

増加への取り組み� 南京都病院　　角　　　謙　介
222　新人教育における連絡ツールの検討� 京都田辺記念病院　　山　内　直　人

　看護部門　

第 43群　演題 223～ 227　第７会場　9：00〜 9：35　兵頭　美香子（西陣病院）
223　精神科病院身体合併症病棟における病棟勉強会形式変容の試み 

- 身体疾患に焦点を当てた情報の発信 -� 北山病院　　大　江　悠　介
224　終末期看護・看取りに関する若手看護師の心情� 京都ルネス病院　　西　川　　　彩
225　ベテラン看護師の学ぶ機会を支援し、研修と実務を連動させる取り組み 

～倫理的視点を語る機会を通して～� 宇多野病院　　山　田　由紀子
226　病棟看護師に療養指導研修を行った効果� 武田病院　　林　　　麻菜美
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227　達成感向上の看護教育を行うために　part ２　 
～アンケート調査の結果を踏まえた教育計画へ～� 八幡中央病院　　田野邉　悦　子

第 44群　演題 228～ 232　第７会場　9：35〜 10：10　大塚　直子（武田病院）
228　救命救急センターにおける教育システムの取り組み� 宇治徳洲会病院　　福　井　麻　衣
229　ICU に配置転換となった看護師の学習活動の実際� 三菱京都病院　　河　合　彩　步
230　透析治療の知識と技能定着を支援する指導の工夫　～技術チェックリストの改訂～
� 洛和会音羽記念病院　　大　塚　駿　介
231　看護師の役割の理解度と意識の変化　～術中出血に関する勉強会を行って～
� 洛西シミズ病院　　四ヶ浦　晶　也
232　手術室の若手看護師の離職に影響する要因� 三菱京都病院　　髙　橋　日菜子

第 45群　演題 233～ 238　第７会場　10：10〜 10：52　丸山　美香（京都岡本記念病院）
233　急性期病院におけるプラチナナースの活躍の記録 

～摂食・嚥下障害認定看護師との協働活動報告～� 医仁会武田総合病院　　石　田　智　子
234　チーム看護ケア向上につなげるためのチームカンファレンスを目指して
� 亀岡病院　　森　永　綾　香
235　感染症クラスター中の点滴未投与事故　- 事故症例を振り返って -
� 北山病院　　坂　井　達　也
236　時間の再配分が変えた看護のかたち　 

チームコンパス導入による記録効率化とケア実践への波及� 丹後中央病院　　永　島　直　俊
237　術後疼痛管理チーム加算の導入と運用成果の検討：𠮷川病院の実践を通して
� 𠮷川病院　　永　野　裕　子
238　患者に適したセンサーマット設置場所の統一した取り組み
� 洛西シミズ病院　　久保田　愛　美

第 46群　演題 239～ 245　第７会場　13：20〜 14：09　田上　千恵（京都大原記念病院）
239　地域包括ケア病棟の看護師における認知症ケア� 宇治武田病院　　中　村　彩　子
240　認知症マフ活用に関する看護師の認識調査　～身体拘束最小化に向けた課題と今後の展望～
� 洛和会音羽記念病院　　那　須　　　雅
241　身体拘束最小化への取り組み� みのやま病院　　久　門　絵　美
242　ミトン装着患者の手掌・手指の皮膚トラブル予防のための取り組み 

～吸湿性の高いウッドチップを用いて～� 洛西ニュータウン病院　　中　村　　　忍
243　内服自己管理に向けたアセスメントシートの作成から試験運用まで
� 京都久野病院　　津　田　真　衣
244　内服自己管理に向けた看護師の関わり　～内服自己管理判断基準表を用いて～
� 洛西シミズ病院　　久保山　巴　菜
245　家庭血圧の重要性を知り、継続的な血圧測定への取組　～血圧手帳持参率を上昇させよう～
� 京都久野病院　　土　村　美　奈
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第47群　演題246～252　第７会場　14：09〜14：58　久保　静（十条武田リハビリテーション病院）
246　回復期リハビリテーション病棟での在宅復帰　～高齢者の排泄自立を目指して～
� 蘇生会総合病院　　三　坂　千　波
247　排尿自立支援の浸透を目指した取り組み� みのやま病院　　櫻　井　久美子
248　オムツに関する工夫　～多方面からの削減に繋がった～� 洛西シミズ病院　　石　村　華　菜
249　短時間で看護師が実施する嚥下訓練について� 洛西ニュータウン病院　　山　﨑　ま　い
250　摂食嚥下機能回復への取り組み　～ KT バランスチャートの３つの視点定着に向けて～
� 洛和会音羽記念病院　　松　木　麻衣子
251　日々の口腔ケアによる患者への効果　～栄養状態の改善に向けて～
� 洛西ニュータウン病院　　伊　達　栞　里
252　重曹水を用いた肥厚爪患者の爪ケア方法　 

患者の疼痛軽減やスタッフの苦手意識を軽減するために
� 京都リハビリテーション病院　　田　中　明　美

第 48群　演題 253～ 259　第７会場　14：58〜 15：47　森下　治代（京都新町病院）
253　急性期医療における ACP 体系化の新展開　～生成 AI 活用と現場主導の実践モデル～
� 医仁会武田総合病院　　宮　脇　裕　子
254　自宅で最期を迎えることを決定した患者及び家族への退院支援
� 新河端病院　　石　田　明日香
255　在宅退院を目指す家族の支援と社会資源の活用が必要になった患者の退院支援
� 宇治病院　　奥　田　悠　介
256　意思決定後も揺れ動く家族の意向をくみ取る退院支援の実践� 宇治病院　　野　口　絢　賀
257　DPC Ⅱ期間内の退院促進に向けての考察� 京都鞍馬口医療センター　　溝　川　なつき
258　訪問診療カンファレンスの定着、連携促進を目指して
� 十条武田リハビリテーション病院　　大　槻　優　子
259　Biinatumomab（ビーリンサイトⓇ）治療の在宅療養支援への取り組み
� 日本バプテスト病院　　古　谷　友　起

第 49群　演題 260～ 266　第７会場　15：47〜 16：36　毛利　由美子（宇治武田病院）
260　透析患者の皮膚掻痒症　～かゆみが軽減できる取組み～� 千春会病院　　佐々木　知　恵
261　看護補助者と協働するカンファレンスの実施　～情報共有のインタビュー結果を得て～
� 洛和会音羽記念病院　　山　口　萌　那
262　学習療法に取り組んで� 京都東山老年サナトリウム　　江　川　利　架
263　福祉用具を利用した介護負担の軽減� 京都東山老年サナトリウム　　楊　井　謙　治
264　褥瘡発生ゼロを目指した看護実践の取り組み� 京都八幡病院　　下　川　真　世
265　透析における有事に活用可能なフローチャート・チェックリストを作成して
� 十条武田リハビリテーション病院　　奥　田　里　香
266　口腔アセスメントツール導入における摂食嚥下障害看護認定看護師としての取り組み 

� 洛和会音羽病院　　内　田　祐　代
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第 50群　演題 267～ 272　第８会場　9：00〜 9：42　中村　隆（川越病院）
267　発表辞退
268　多職種ラウンドと心理師介入によるせん妄患者支援� 千春会病院　　本　田　昂　陽
269　認知症マフ使用による快適な生活環境の提供� 京都東山老年サナトリウム　　小　川　千　𥙿
270　精神科閉鎖病棟における転倒・骨折の要因　～予防と対策～
� 京都東山老年サナトリウム　　鈴　木　謙　一
271　精神科の排便ケアに関する看護師の思い　～腸内環境改善を試みて～
� 長岡病院　　新　田　拓　也
272　精神科急性期病棟における認知症患者の行動制限最小化に向けた取り組み
� 長岡病院　　松　崎　憲　資

第 51群　演題 273～ 277　第８会場　9：42〜 10：17　龍野　和恵（賀茂病院）
273　身体拘束に対する看護師の認識　～病棟の特徴を踏まえて～
� 洛西シミズ病院　　辻　中　颯　人
274　外来スタッフによる入院案内説明の業務負担軽減を目指して 

－入院案内の Web 動画導入を試みて－� 京都下鴨病院　　新　井　美　惠
275　精神科病棟におけるインカム導入について� 京都ならびがおか病院　　小　山　佳　子
276　患者・家族の思いを受け止めた身体拘束最小化への取り組み　 

～看護師のジレンマ減少を試みて～� 京都久野病院　　西　川　侑　里
277　ペアでの環境整備に取り組んで　～看護師の気づきから業務効率 UP を目指して～
� 京都久野病院　　平　尾　美　咲

第 52群　演題 278～ 282　第８会場　10：17〜 10：52　南田　喜久美（京都九条病院）
278　人事交流に参加して　～重症心身障害児者病棟における看護の学び～
� 学研都市病院　　高　井　百合子
279　人事交流を通して� 学研都市病院　　大　原　大　毅
280　看護職キャリアパス支援事業での学び� 学研都市病院　　安　堂　千　華
281　外国人介護職の成人水痘２症例� なごみの里病院　　岡　田　建　樹
282　ペイシェントハラスメント対策で得られた成果� なごみの里病院　　木　村　則　子

第 53群　演題 283～ 289　第８会場　13：20〜 14：09　岩川　嘉奈子（京都鞍馬口医療センター）
283　業務の“見える化”からはじめる術式別部屋準備の標準化とその効果
� 洛西ニュータウン病院　　植　村　光　恵
284　術前外来開設に向けた取り組み� 医仁会武田総合病院　　橋　度　皓　一
285　チェックリスト使用による申し送りの統一化の検討　 

－手術室と病棟の継続看護の充実に向けて－� 京都九条病院　　中　川　晴　奈
286　膀胱留置カテーテルの固定方法について� 宇治武田病院　　杉　﨑　隆　汰
287　頸椎前方固定術後の観察に「ひも法」を導入して　～計測方法の統一を目指して～
� 学研都市病院　　中　村　珠　美
288　脊椎固定術を受ける患者の術前オリエンテーションの見直し 

~ 術前の硬性コルセット装着訓練を試みて ~� 綾部ルネス病院　　川　田　律　子
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289　人工呼吸器管理が必要となった精神疾患を抱える患者に寄り添う看護 
～安心できる治療環境を目指して～� 京都民医連中央病院　　鹿　田　こゆき

第 54群　演題 290～ 296　第８会場　14：09〜 14：58　山田　智博（北山病院）
290　自閉スペクトラム症をもつ若年１型糖尿病患者への支援
� 医仁会武田総合病院　　武　内　さやか
291　ISES スケールを用いた看護介入　～眠れないという訴えの患者に寄り添う看護～
� 京都民医連中央病院　　松　宮　栞　里
292　患者の不安に寄り添う手術室看護　～手術前訪問の必要性～
� 蘇生会総合病院　　安　田　月　愛
293　パニック発作の既往がある若年層患者との関わりを通して 

～術前外来から術後までの精神的援助を考える～� 京都民医連中央病院　　高　祖　侑　里
294　乳がん患者の不安への支援 

―手術室看護師の退院後を見据えた実践と危機モデルの活用―
� 京都民医連中央病院　　正　木　陽　子
295　術前訪問における説明パンフレットの見直しと活用の定着に向けて
� 京都下鴨病院　　安　枝　帆　香
296　術前患者教育におけるオリエンテーションの統一を試みて� 京都久野病院　　引宇根　晴　香

第 55群　演題 297～ 303　第８会場　14：58〜 15：47　米田　五月（𠮷川病院）
297　身体拘束ゼロを目指して� 洛西ニュータウン病院　　平　野　由　似
298　有効であった大腿骨近位部骨折術後患者へのマニュアルリンパドレナージ
� 男山病院　　熊　谷　千　紘
299　口腔ケア時間を確保するために　～看護師への実態調査を通して～
� 宇治武田病院　　奥　田　菜　月
300　人工呼吸器関連肺炎（VAP）予防に対する口腔ケアの取り組み
� 宇治徳洲会病院　　千　本　怜太郎
301　A 病棟における褥瘡ケアに対する意識調査� 宇治武田病院　　河　田　大　輔
302　ストーマ造設術後に定期的なカンファレンスを実施して
� 医仁会武田総合病院　　中　本　深　雪
303　早期経腸栄養開始率上昇を目指した取り組み� 武田病院　　畑　野　見　帆

第 56群　演題 304～ 310　第８会場　15：47〜 16：36　金　明仙（日本バプテスト病院）
304　災害初動訓練の有用性と訓練による意識の変容� 武田病院　　東　　　誠　人
305　行動制限をしている患者の転倒・転落を予防する方法も検討� 宇治武田病院　　平　野　由佳子
306　重症心身障害児者の手術室入室における不快軽減への取り組み� 南京都病院　　西　田　優　生
307　重症心身障害児（者）の誤嚥性肺炎予防に向けた効果的なポジショニング 

� 南京都病院　　出　口　春　佳
308　医療的ケアを必要としない NICU 長期入院児への退院前訪問に関する有効性
� 日本バプテスト病院　　北　村　多江子
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309　一次洗浄廃止による再処理工程の標準化　～鋼製小物の安全な運用を目指して～
� 医仁会武田総合病院　　石　田　　　恵
310　抗がん薬による末梢神経障害予防に対する冷却療法の実証研究 

～外来化学療法室看護師を対象に～� 医仁会武田総合病院　　佐　藤　ひとみ
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大大和和電電設設工工業業株株式式会会社社

https://www.d-d-k.co.jp/ E-mail:solution@d-d-k.co.jp
京京都都市市南南区区九九条条通通西西大大路路西西入入ルル550000mm南南本社

滋滋賀賀支支店店 大大阪阪支支店店 北北京京都都営営業業所所

つなぐ力 守る力 で支えます

大和電設工業は
情報通信の確かな技術と
きめ細かな保守で

多くの病院様から高い信頼を得ています

コミュニケーションサーバ
UNIVERGE SV9500CT

PS70835/ISO9001
EMS708374/ISO14001
IS608410/ISO27001

設設立立１１９９５５２２年年
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ティ・プラス_A4_1／2広告_モノクロ

株式会社ティ・プラス
〒604‐8457 京都市中京区西ノ京馬代町6‐16
TEL 075‐462‐7889　FAX 075‐464‐3923

E-mail : info@tplus-group.co.jp
https://tplus-group.co.jp

株式会社 図書印刷 同朋舎
〒604‐8457 京都市中京区西ノ京馬代町6‐16
TEL 075‐205‐5506　FAX 075‐205‐5507

E-mail : info@tplus-group.co.jp
https://dohoprit.co.jp

セールスプロモーション、ブランディング、デジタルマーケティング、Ｗｅｂサイト制作、Ｗｅｂ広告、
ノベルティ、雑誌編集、グラフィックデザイン、企画、イベント運営、コピーライト、撮影、動画、印刷、発送代行、

病院広報運営総合支援、医療系大学・教育機関広報支援、研修・セミナー運営支援、
学術刊行物、寺院刊行物

TSUKURU
つくる

TSUTAWARU
つたわる

TSUNAGARU
つながる
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ア ボ ッ ト ジ ャ パ ン 合 同 会 社 株 式 会 社 Ｃ Ｏ Ｓ Ｐ Ａ ウ エ ル ネ ス

講演会場スクリーン幕間広告協賛企業　（五十音順）

株 式 会 社 医 療 情 報 シ ス テ ム
エ ア・ ウ ォ ー タ ー 西 日 本 株 式 会 社
エ ス リ ー ド 株 式 会 社
株 式 会 社 エ ピ グ ノ
河 淳 株 式 会 社
株 式 会 社 コ ア・ ク リ エ イ ト シ ス テ ム
株 式 会 社 Ｃ Ｏ Ｓ Ｐ Ａ ウ エ ル ネ ス
株 式 会 社 島 津 製 作 所

住 商 モ ン ブ ラ ン 株 式 会 社
株 式 会 社 セ ン ト ラ ル ユ ニ
Ｄ ａ ｉ ｇ ａ ｓ エ ナ ジ ー 株 式 会 社
株 式 会 社 ト ー シ ョ ー
日 本 光 電 工 業 株 式 会 社
白 十 字 株 式 会 社
フ ク ダ コ ー リ ン 株 式 会 社
株 式 会 社 メ デ ィ サ ー ジ ュ

京 都 府 病 院 企 業 年 金 基 金
株 式 会 社 フ ジ タ
イ グ ザ ク テ ッ ク 株 式 会 社
有 限 会 社 今 村 建 設 工 業
エ ー ム サ ー ビ ス 株 式 会 社
株 式 会 社 エ フ ア ン ド ケ イ
株 式 会 社 大 塚 製 薬 工 場
株 式 会 社 京 寿 薬 品
有 限 会 社 ケ ー エ ム エ ー
株 式 会 社 公 益 社
株 式 会 社 ダ テ ・メ デ ィ カ ル サ ー ビ ス
株 式 会 社 ト ー シ ョ ー
株 式 会 社 テ ィ ー ・ エ ス ・ ケ ー
日東グローブシップ・カストディアル・サービス株式会社
光 ア ス コ ン 株 式 会 社
村 本 建 設 株 式 会 社
株 式 会 社 メ デ ィ カ ル 一 光 グ ル ー プ
株 式 会 社 ア グ テ ィ
ア ス テ ラ ス 製 薬 株 式 会 社

ア プ ナ ッ プ 株 式 会 社
株 式 会 社 ア メ ニ テ ィ
株 式 会 社 塩 梅
石 黒 メ デ ィ カ ル シ ス テ ム 株 式 会 社
エ ー ザ イ 株 式 会 社
エス・イー・シーエレベーター株式会社
株 式 会 社 エ ス オ ー シ ー
株 式 会 社 大 塚 商 会
株 式 会 社 長 村 組
要 建 設 株 式 会 社
金 下 建 設 株 式 会 社
川 崎 設 備 工 業 株 式 会 社
株式会社環境メリットシェアサービス
株 式 会 社 Ｋ ｉ ｓ ｔ
キヤノンメディカルシステムズ株式会社
協 同 組 合 薬 剤 セ ン タ ー
株 式 会 社 き ん で ん
株 式 会 社 ケ ア コ ム
京 阪 牛 乳 株 式 会 社

医療機器等の展示協賛企業　（五十音順）

プログラム集への広告掲載協賛企業　（掲載順）
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京 阪 空 調 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社 京 阪 工 技 社
株 式 会 社 ケ ー ア イ メ デ ィ カ ル
株 式 会 社 コ ス ト
シ ー メ ン ス ヘ ル ス ケ ア 株 式 会 社
神 医 協 興 産 株 式 会 社
第 一 三 共 株 式 会 社
大 正 製 薬 株 式 会 社
大 丸 エ ナ ウ ィ ン 株 式 会 社
株 式 会 社 Ｄ Ａ Ｉ Ｗ Ａ
大 和 電 設 工 業 株 式 会 社
タ カ ラ ベ ル モ ン ト 株 式 会 社
武 田 薬 品 工 業 株 式 会 社
中 外 製 薬 株 式 会 社
株 式 会 社 Ｔ Ｕ Ｋ Ｕ Ｒ Ｕ
株 式 会 社 テ ィ ・ プ ラ ス
帝 人 ヘ ル ス ケ ア 株 式 会 社
株 式 会 社 テ ク ノ サ ー ビ ス
株 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所
日 清 医 療 食 品 株 式 会 社
ニ プ ロ 株 式 会 社
日 本 イ ー ラ イ リ リ ー 株 式 会 社
日 本 ウ エ ス ト 株 式 会 社
株 式 会 社 日 本 サ ー モ エ ナ ー

日 本 製 紙 ク レ シ ア 株 式 会 社
野 村 證 券 株 式 会 社
株 式 会 社 パ ー ス ジ ャ パ ン
株 式 会 社 ビ ー ・ エ ム ・ エ ル
フ ァ イ ザ ー 株 式 会 社
フ ク ダ 電 子 京 滋 販 売 株 式 会 社
ホ ー ム ケ ル ン 株 式 会 社
株 式 会 社 ホ ス ピ タ ル サ ー ビ ス
株 式 会 社 増 田 医 科 器 械
株 式 会 社 増 田 組
丸 石 製 薬 株 式 会 社
三 浦 工 業 株 式 会 社
光 星 電 工 株 式 会 社
ミ ヤ リ サ ン 製 薬 株 式 会 社
メ デ ィ キ ッ ト 株 式 会 社
株 式 会 社 メ デ ィ テ イ ク
ヤンマーエネルギーシステム株式会社
株 式 会 社 ユ ニ バ ー サ ル サ ー ビ ス
株 式 会 社 ユ ヤ マ
株 式 会 社 Ｌ Ｅ Ｏ Ｃ
株 式 会 社 W o r k V i s i o n
ワ タ キ ュ ー セ イ モ ア 株 式 会 社
京 都 府 病 院 協 同 組 合
一 般 社 団 法 人 京 都 私 立 病 院 協 会
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京都府病院協同組合
〒601-8035　京都市南区東九条南松田町43-2
TEL 075-671-8711（代表）
FAX 075-671-8780　 0120-30-8780（FAX）

より良い医療と介護のために
多角的なサービスでサポートします

○購買事業	 医療機器・医療用消耗品・厨房設備・厨房用品・その他設備工事
	 事務機器・事務用品・白衣・リネン・家電・その他日用消耗品

○融資事業	 提携融資・公的融資の斡旋
	 自動車ローン・機器ローン

○レンタル事業	 白衣・事務服・寝具・リネン・食器
	 メンテナンス付きカーテン

○保険事業	 病院賠償責任保険・自動車保険・火災保険・傷害保険等
	 生命保険募集及び団体取扱い

○ビルメンテナンス事業　防災設備・空調設備・浄化槽・エレベータ等の保守管理
　　　　　　　　　　　　感染性廃棄物の処理・害虫、ハト等の防除・清掃
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アンケート

二次元バーコード

日時：2025年10月5日（日）
　　  9：00～17：00
会場：池坊短期大学

共催  京都私立病院協会・京都府病院協会
後援  京都府・京都市・京都府医師会・京都府歯科医師会

 第59回
京都病院学会
プログラム集

第
　回
59

京
都
病
院
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
集

開催形式
会場開催

あなたの就職を全力でサポートします！是非ご登録を！

医療・介護 のお仕事探しは
メディワークセンターにお任せ！
医療・介護 のお仕事探しは
メディワークセンターにお任せ！

くす
り

厚生労働省認可
長年の紹介実績

就業支援コーディネーターが
あなたをしっかりサポート

幅広いネットワークを
活用してご紹介

登録から就職まで
費用は一切不要

求人情報は多数
情報充実

公益法人が運営
安心してご利用ください

一般社団法人
京都私立病院協会 無料職業紹介メディワークセンター

お電話やメールでも受け付けます。

mediwork@khosp.or.jp
075-354-8837

〒600-8411 京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地 COCON烏丸8階

京都私立病院協会 無料職業紹介 メディワークセンターの安心就職支援サービス

メディワークセンター 検索

登録希望の場合は、
ここから面談申込を
してください。
（メディワークセンター
 携帯サイト）

E-mail
TEL

6つの安心

1900


